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「あまおう」の定植が順調に進む 

－ 病気の発生の少ない良質な苗が仕上がりました － 

 飯塚普及指導センターでは、JA 直鞍、JA ふくおか嘉穂と連携し、9 月 2 日から 29

日にかけて「あまおう」の花芽検鏡を実施しました。 

花芽検鏡とは、花の基となる「花芽」がしっかりと出来ているかを確認する重要な作業

です。もし花芽ができていない状態で定植してしまうと、花芽の形成が遅れ、需要期であ

る 12 月下旬に出荷できなくなる可能性が高まります。 

近年は、高温や突発的な豪雨の影響により、病気や根傷みによる苗質不良や、定植適期

（9 月下旬）に花芽が形成されていないといった課題が見られたことから、普及指導セン

ターでは育苗段階から、適期の病害虫防除と適切な施肥管理による健苗育成を呼びかけて

きました。 

その結果、今年は苗質が良く、花芽の分化も非常に順調であることが分かり、両産地で

は普通作型の定植が例年より 3～5 日程度早い、9 月 25 日～28 日を中心に行われまし

た。定植が早まったことにより、今作は例年よりも年内出荷量が増加することが期待され

ています。 

普及指導センターでは、今後もイチゴの高品質安定生産と産地の活性化に向けて、効果

的な指導を行うとともに、関係機関と連携し、農業者の皆様を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 15 号 

問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 

  ＦＡＸ  ０９４８（２９）４８６６ 

    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

園芸課 野菜係 

花芽検鏡の様子 定植された「あまおう」 


